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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信を管理するための方法であって、
　少なくとも第1のワイヤレス通信デバイスを使用して、無認可帯域のチャネルのタイム
スロットのサブセットを選択するステップと、
　前記第1のワイヤレス通信デバイスを使用して、タイムスロットの前記選択されたサブ
セット中に、前記チャネル上のトラフィックを監視するステップであり、前記チャネル上
の前記トラフィックを監視するステップが、
　　タイムスロットの前記選択されたサブセットの1つまたは複数のタイムスロット中に
、前記無認可帯域において信号が送信されているかどうかを判定するステップと、
　　前記信号が送信されていると判定したことに応答して、タイムスロットの前記選択さ
れたサブセットの隣接するタイムスロット間のデューティサイクルを動的に変更すること
によって、前記チャネルのタイムスロットの更新されたサブセットを選択するステップで
あり、前記デューティサイクルを動的に変更することが、タイムスロットの前記更新され
たサブセットの隣接するタイムスロット間の選択されていないタイムスロットの数を増や
すことを含む、ステップと
　を含むステップと、
　前記第1のワイヤレス通信デバイスを使用して、タイムスロットの前記更新されたサブ
セットに基づいて選択された送信タイムスロット中に、第2のワイヤレス通信デバイスと
データを通信するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記チャネルが前記無認可帯域の少なくとも1つの他のチャネルよりも低いトラフィッ
ク負荷を有すると判定したことに基づいて、前記無認可帯域の複数のチャネルの中から前
記チャネルを選択するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　タイムスロットの前記選択されたサブセットの各タイムスロットが、前記チャネル上の
前記監視されたトラフィックに基づいて、ランダムな数の選択されていないタイムスロッ
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トによってタイムスロットの前記選択されたサブセットの隣接するタイムスロットから分
離され、
　選択されていないタイムスロットの前記数を増やすために異なるタイムスロットを前記
選択することが、タイムスロットの前記更新されたサブセットの前記隣接するタイムスロ
ット間の前記ランダムな数の選択されていないタイムスロットを増やすことを含む、
　請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　タイムスロットの前記選択されたサブセットの1つまたは複数のタイムスロットを複数
のサブスロットに細分するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記無認可帯域の前記チャネル上のトラフィックを監視する前記ステップが、前記複数
のサブスロットのうちの1つまたは複数のサブスロット中に、前記無認可帯域において信
号が送信されているかどうかを判定するステップを含む、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記無認可帯域の前記チャネル上のトラフィックを監視する前記ステップが、送信され
るべきデータの量に基づいて、トラフィックについて監視される前記複数のサブスロット
のサブスロット数を変更するステップをさらに含む、請求項4に記載の方法。
【請求項７】
　前記無認可帯域の前記チャネル上のトラフィックを監視する前記ステップが、基準信号
を復号することによって前記無認可帯域上に進行中の送信が存在すると判定するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記基準信号が、ショートトレーニングフィールド、ロングトレーニングフィールド、
またはレガシー互換信号フィールドのうちの1つまたは複数を含む、請求項7に記載の方法
。
【請求項９】
　前記チャネル上のトラフィック負荷データを、前記第2のワイヤレス通信デバイスとの
間で送信または受信するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記チャネル上でプローブ信号を送信するステップと、
　前記チャネル上のトラフィック負荷を判定するために、プローブ応答について1つまた
は複数のチャネルを監視するステップと
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　請求項1から10のいずれか一項に記載の方法を実行するための手段を備えるワイヤレス
通信デバイス。
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